
　　　　

令和7 年 2 月 1 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・誕生会・季節の制作・クリスマス会・夏祭り・カフェをオープンして店員・お客様ごっこ・お寿司さんごっこ・外食体験・お買い物体験・お店屋さんごっこ・調理体験・カラオケ
・ボーリング体験・ゲームセンターへのお出かけ体験・ミニ運動会・ヒップホップダンス・サーキット・避難訓練・ビンゴ大会・公園遊び・図書館でのお話会・ミニコンサート
・公共施設への外出

家族支援

・ご家族からの相談に対して適切な助言・情報を伝え悩みの軽減につなげる。
・障害の特性に対しての接し方。
・学習面において勉強方法・絵カード・イラストなど視覚的な方法を教える。
・兄弟児の悩みなどの相談にも助言する。

移行支援
・卒業後を見据えた情報提供、見学等の支援。
・将来を見据えて子供と共に考えていけるように支援する。

地域支援・地域連携
・地域活動への参加・学校・関係機関との連携。
・他事業所との活動を共にする療育支援。

職員の質の向上
・会議等の中で個々についての研修・訪問支援等での勉強会。
・外部の研修の参加、事業所内での研修を実施し質の向上に努める。

支　援　内　容

・健康状態の維持、改善・日常生活のスキルの習得・生活リズムの形成・食事・排泄・着脱等の基本的生活スキル獲得の支援をしていきます。

・姿勢・体幹保持・運動能力・ADLの向上・微細運動の向上を促し支援します。バランス・体の感覚を特性に応じて対応していきます。（個々に対応して計画を作成する）

本
人
支
援

・障害の特性に合わせて、個別活動・集団活動での多くの経験を積んで、適切な認知と適切な行動の習得をします。
・野外活動など認知して行動する手がかりとなる概念の形成を支援する。個々の行動障害に対して視覚的支援をします。（イラスト・絵カードなど活用）

・言語の受容と表出、コミュニケーションの基礎的能力の向上、読み書き能力の向上、自分の気持ちを伝える方法の獲得、他の人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得。
・コミュニケーションツールにより他者との関係性を深めていきます。

・集団活動を通して友達との関わりを学び社会性の発達となる支援。ソーシャルスキルの個々にあった基礎能力の向上。
・社会のルールを守り情緒面の安定ができ、他者との関係性の形成ができるように支援していきます。

支援方針
・学校終了後や休業日において生活能力の向上を目指して必要な訓練、集団生活への適応訓練、社会との交流の促進を提供できるように10の姿の視点を大切にし学校・他事業所
　他機関とも連携をとりながら療育支援を提供していきます。

営業時間 送迎実施の有無9時　～　18時

法人（事業所）理念 　笑顔が一番・楽しく学ぶ・あせらず一歩・一歩・子供達の個々の可能性を信じて支援していき、日常生活の向上を目指していきます。

事業所名 放課後等デイサービスほんわか 作成日支援プログラム


